
 

 

病床数 40床 （産科 32床・新生児科 4床・婦人科乳腺外科 4床） 

分娩室 2室・産科手術室 1室・陣痛室 5床 

総合周産期母子医療センター産科として、NICU・GCUと隣接しています。 

平日は、連携会議を行い情報の共有をしています。 

2019 年より産科病棟内に手術室を設置し、週に 2 回（木・金）病棟内で帝王切開が行われています。

より迅速に超緊急帝王切開を行うことができています。 

出産後は、母乳育児の推進と育児技術習得を目的に 24時間の母児同室を行い不安なく退院できるよう

に支援を行っています。 

 

 

広島市の周産期管理の中枢を担う総合周産期母子医療センターとして、県内外からの母体搬送の受け

入れ、新生児科と連携を図り 24時間体制で対応しています。様々なハイリスク妊産婦の受け入れを行

っており、母子の救命に全力を尽くしています。また、産科危機的出血など産科救急は救急科と連携を

図り対応しています。質の高い周産期医療・看護が提供できるよう、スタッフ一丸となって日々頑張っ

ています。広島の周産期医療・看護は私たちが砦となり守っています。 

 

 

 

 

 

産科医 16人、新生児科医 9人、助産師 34人、看護師 1人、看護補助者 3人、事務員 1人 

 

 

 

経腟分娩 412件  （無痛分娩 32件） 

帝王切開 386件  （産科手術室での超緊急帝王切開 7件） 

母体搬送  90件 

 

 

 

2022年からは麻酔科と共同管理でオンデマンドの無痛分娩を行っています。 

6件/月の予約を受け付けています。 

産科病棟紹介 

スタッフ紹介 

年間分娩数（2025年度実績） 

 

無痛分娩 



 

卒後教育は、看護部の新人教育も充実しており看護職として多くの知識・技術の習得が行えます。 

産科病棟は看護体制に PNSを採用しており、フレッシュパートナー、年間ペア、所属グループのスタ

ッフ・主任、教育担当者で育成を担っています。入職後 1年間で 5~10例以程度の分娩介助を目標として

おり、最初の 10例までは助産実習のような指導体制をとっています。 

  

＊年間予定  

4月 オリエンテーション、集合研修 

5月 休日勤務開始 

6月 夜勤開始 1～2回/月程度 

   帝王切開のベビーキャッチ 

7月 夜勤 3～4回/月程度 

秋から冬以降 進捗状況で分娩介助開始 

 

 

 

 

新人教育 

育成カンファレンスは 3回/年 

実施しています 

ハイリスク妊産婦も多く、自身の未熟さを感じることもありますが、先

輩や先生方にも相談しやすい環境であり、日々振り返りを大切にしなが

ら働かせていただいています。 

尊敬する先輩や何でも相談できる同期、後輩たちと、周産期の現場の緊

張感を持ちつつも、毎日楽しく頑張っています。 

3 年目 助産師 

休日勤務や夜勤は、開始後数回は 1人増員の

勤務からスタートするので安心！ 

緊張するけど大丈夫だよ 

昨年転職してきました。新しい環境で不安も大きかったですが、気にかけて声をかけて

くださることも多く、1 つ 1つ丁寧に指導して頂きました。1 人 1 人未経験項目や目標

を明確にし、常に病棟全体で成長を支援してくださいます。ハイリスクな妊産婦さんが

多いですが、PNSのため先輩方にも指導して頂きながら常に学びを得られる環境です。

「こんな助産師を目指したい！」と思えるような先輩方に囲まれ、やりがいと目標を持

って働くことができています。 

4 年目 助産師 

正常からハイリスクまでさまざまな患者さんとの関わりを通して学びを深めたいと考

え、当院への就職を希望しました。まだまだ未熟なことも多く、学びを得る毎日です。

先輩方は自己課題を見つけ、次につなげることができるよう丁寧に指導や振り返りをし

てくださります。また、研修や病棟での勉強会の機会もあり、知識や技術を身につける

ことができる環境が整っており、助産師として成長できるよう日々頑張っています。 

2 年目 助産師 


